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―
―
設
立
の
経
緯
は
。

　
萩
原
　
私
た
ち
は
以
前
、

社
長
の
年
収
は
そ
の
ま
ま

に
、
役
員
報
酬
の
支
払
い
方

を
変
え
る
だ
け
で
、
社
会
保

険
料
が
安
く
な
る
上
、
年
金

も
受
給
可
能
に
な
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
す
る
講
座
を
開
催

し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
シ

ニ
ア
の
経
営
者
は
、
社
会
保

険
料
よ
り
年
金
の
方
に
関
心

が
高
い
こ
と
、
ま
た
年
金
に

つ
い
て
は
、
勘
違
い
や
誤
解

が
非
常
に
多
い
こ
と
が
は
っ

き
り
し
て
き
た
。

　
奥
野
　
毎
年
度
同
じ
質
問

が
あ
る
の
で
、
当
初
は
、

「
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
当
た

り
前
の
こ
と
ば
か
り
聞
い
て

く
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ

た
。
し
か
し
次
第
に
、
わ
れ

わ
れ
社
会
保
険
労
務
士
に
と

っ
て
は
当
然
の
年
金
の
知
識

を
経
営
者
は
持
っ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　
萩
原
　
社
労
士
が
顧
問
先

か
ら
相
談
を
受
け
て
も
、
例

え
ば
、
社
長
の
月
額
報
酬
が

２
０
０
万
円
な
ら
、
「
給
料

が
高
い
か
ら
年
金
は
も
ら
え

ま
せ
ん
よ
」
の
一
言
で
終
わ

ら
せ
て
し
ま
う
の
が
普
通

だ
。
ま
さ
か
、
「
こ
れ
ま
で

保
険
料
を
払
い
続
け
て
き
た

の
に
、
も
ら
え
な
い
と
は
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
社

長
が
悩
ん
で
い
る
と
は
思
い

が
及
ば
な
い
。

　「
経
営
者
の
年
金
の
特
殊

性
と
そ
れ
を
誰
も
教
え
て
く

れ
な
い
現
状
」
を
知
る
に
つ

れ
、
そ
れ
な
ら
、
私
た
ち
が

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
組

織
を
作
っ
て
、
シ
ニ
ア
の
経

営
者
に
年
金
に
関
す
る
情
報

提
供
と
啓
蒙
活
動
を
行
お
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
公
共

性
を
意
識
し
て
、
一
般
社
団

法
人
と
し
て
設
立
し
た
。

　
―
―
「
社
長
の
気
持
ち
に

寄
り
添
う
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
る
。

　
萩
原
　「
年
金
の
受
給
年

齢
に
な
っ
て
も
請
求
し
な
い

場
合
、
支
給
額
は
増
え
る
の

か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
た

と
す
る
。
そ
こ
で
、
「
増
え

ま
せ
ん
」
で
終
わ
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
社
長
の
気
持
ち

を
考
え
、
「
ど
う
し
て
こ
う

い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
る
の

か
」
を
理
解
し
よ
う
と
努
め

る
の
が
大
切
だ
。
社
労
士
は

知
識
が
あ
る
の
で
、
「
だ
っ

て
当
た
り
前
で
す
よ
」
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。

　
奥
野
　
社
長
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
た
対
応
が
で
き
て

い
る
人
は
少
な
い
。
社
労
士

に
限
ら
ず
、
年
金
事
務
所
の

職
員
も
顧
問
税
理
士
も
、
単

に
「
も
ら
え
な
い
」
で
済
ま

せ
て
し
ま
う
。

　
―
―
協
会
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
。

　
奥
野
　
社
長
の
年
金
の
専

門
家
を
養
成
す
る
講
座
の
開

催
が
主
に
な
る
。
当
初
、
年

金
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を

多
く
の
経
営
者
に
伝
え
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

考
え
た
。
隣
接
業
界
の
専
門

家
と
提
携
や
協
力
を
行
っ
た

経
験
か
ら
、
社
労
士
以
外
に

も
税
理
士
や
保
険
営
業
職
員

・
Ｆ
Ｐ
等
日
常
的
に
経
営
者

の
身
近
に
い
て
相
談
に
乗
れ

る
立
場
の
人
に
向
け
て
、
必

要
な
年
金
知
識
を
短
時
間
で

効
率
良
く
伝
え
る
講
座
を
開

催
し
、
専
門
家
を
育
成
す
る

こ
と
に
し
た
。
初
級
の
「
社

長
の
年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
上
級
の
「
社
長
の
年
金
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
が
あ
り
、

養
成
講
座
は
ど
ち
ら
も
１
日

講
座
。
初
級
を
修
了
す
る
と

上
級
を
受
講
で
き
る
。
初
級

で
基
本
的
な
知
識
を
学
び
、

上
級
は
Ｑ
＆
Ａ
形
式
の
「
実

践
ワ
ー
ク
」
を
行
い
、
「
社

長
に
寄
り
添
っ
た
対
応
」
を

体
感
で
き
る
よ
う
な
内
容
に

し
た
。
講
座
の
修
了
者
に
は

認
定
証
を
交
付
す
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

と
し
て
活
動
し
て
も
ら
え

る
。
２
日
間
の
講
座
を
終
え

れ
ば
、
「
社
長
の
年
金
セ
ミ

ナ
ー
」
を
独
自
開
催
で
き
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

で
い
る
。

　
萩
原
　
演
習
で
は
、
年
金

が
受
給
で
き
な
い
と
分
か
っ

て
戸
惑
う
社
長
の
気
持
ち
の

受
け
取
り
方
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
に
な
る
。

　
―
―
初
級
の
「
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
講
座
を
修
了
す
れ
ば

で
き
る
こ
と
は
。

　
奥
野
　
社
長
か
ら
委
任
を

受
け
て
年
金
調
査
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
年
金
調
査
で

は
、
社
長
本
人
の
委
任
状
を

も
ら
っ
た
上
で
、
年
金
事
務

所
に
行
き
、
社
長
の
過
去
の

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
の
加

入
記
録
を
踏
ま
え
て
、
現
状

で
は
何
歳
か
ら
、
ど
の
年
金

が
い
く
ら
も
ら
え
る
か
と
い

う
記
録
を
取
り
寄
せ
る
。

　
萩
原
　
調
査
に
行
け
ば
照

会
回
答
票
は
も
ら
え
る
が
、

暗
号
の
よ
う
な
数
字
が
並
ん

で
い
る
だ
け
な
の
で
、
そ
れ

を
見
た
だ
け
で
は
一
般
の
人

が
理
解
す
る
の
は
困
難
だ
。

　
奥
野
　
一
般
の
社
長
は
、

加
入
記
録
を
基
に
年
金
事
務

所
で
説
明
を
受
け
た
時
は
分

か
っ
た
気
に
な
る
が
、
持
っ

て
帰
っ
て
見
直
す
と
、
「
や

っ
ぱ
り
何
の
こ
と
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
人
が
多
い
。

初
級
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

は
、
ま
ず
社
長
の
年
金
の
現

状
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。

　
萩
原
　
照
会
回
答
票
の
デ

ー
タ
を
基
に
ソ
フ
ト
（
エ
ク

セ
ル
）
を
使
っ
て
分
か
り
や

す
く
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ

と
を
学
び
、
そ
れ
を
基
に
説

明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
す
。
ソ
フ
ト
は
受
講

生
に
無
料
で
提
供
す
る
。

　
―
―
上
級
の
「
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
」
に
つ
い
て
。

　
奥
野
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

役
目
は
現
状
の
報
酬
設
定
の

ま
ま
働
く
場
合
に
年
金
は
ど

う
な
る
か
を
図
示
・
説
明
す

る
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
今
後

報
酬
を
変
え
た
と
し
た
ら
ど

う
な
る
か
も
説
明
で
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
報
酬
額
を

変
更
し
た
場
合
の
年
金
額
が

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
月
次
で

試
算
を
す
る
。

　
上
級
講
座
は
、
年
金
に
関

す
る
よ
く
あ
る
質
問
と
そ
れ

に
対
す
る
回
答
の
仕
方
を
ワ

ー
ク
形
式
で
示
す
と
と
も

に
、
社
長
の
視
点
や
状
況
に

対
す
る
理
解
・
共
感
に
基
づ

く
相
談
対
応
法
な
ど
、
こ
れ

か
ら
年
金
受
給
に
関
す
る
コ

ン
サ
ル
や
年
金
セ
ミ
ナ
ー
・

勉
強
会
開
催
に
よ
る
顧
客
開

拓
も
行
い
た
い
人
に
向
け
た

実
践
的
な
内
容
と
な
る
。

　
―
―
「
社
長
の
年
金
専
門

家
」
に
な
る
こ
と
で
、
保
険

営
業
に
ど
う
生
か
せ
る
か
。

　
奥
野
　
名
刺
に
「
社
長
の

年
金
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と

入
れ
て
、
ロ
ゴ
も
使
っ
て
も

ら
え
る
の
で
、
事
業
主
団
体

や
異
業
種
交
流
会
で
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
。
経
営
者
の
興
味

を
引
き
、
ア
ポ
が
取
り
や
す

く
な
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
。

　
二
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

社
長
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

悩
み
の
相
談
を
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
社
長
に
年
金

調
査
に
基
づ
く
リ
ポ
ー
ト
を

渡
せ
ば
、
必
ず
喜
ば
れ
る
。

調
査
実
施
の
前
提
と
し
て
、

生
年
月
日
や
引
退
予
定
年

齢
、
後
継
者
の
有
無
、
報
酬

額
、
決
算
書
、
退
職
金
積
み

立
て
の
有
無
―
な
ど
保
険
提

案
に
必
要
な
重
要
デ
ー
タ
を

自
然
に
教
え
て
も
ら
え
る
。

　
萩
原
　
報
酬
の
高
い
社
長

が
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
「
報
酬
を
大
幅
に
下
げ

る
」
「
引
退
す
る
」
「
後
継

者
に
譲
る
」
と
い
う
選
択
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す

る
と
、
年
金
問
題
を
き
っ
か

け
に
引
退
時
期
を
あ
る
程
度

決
め
る
必
要
が
出
て
く
る
。

そ
れ
ま
で
に
事
業
を
ど
う
す

る
か
、
取
引
先
や
金
融
機

関
、
後
継
者
へ
の
引
き
継
ぎ

は
ど
う
す
る
か
、
そ
し
て
最

後
は
事
業
承
継
・
相
続
の
話

に
必
ず
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
年
金
を
入
り
口

に
経
営
者
と
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
が
法
人
ア
プ
ロ

ー
チ
で
は
強
み
に
な
る
。

　
奥
野
　
私
は
保
険
会
社
時

代
、
法
人
営
業
で
企
業
を
訪

問
し
て
も
、
総
務
部
長
や
顧

問
税
理
士
が
出
て
く
る
の

で
、
な
か
な
か
社
長
本
人
に

会
っ
て
話
が
で
き
ず
苦
労
し

た
。
し
か
し
、
年
金
の
話
だ

っ
た
ら
、
法
人
保
険
の
決
定

権
者
で
あ
る
社
長
と
直
接
話

が
で
き
る
上
、
逆
に
相
手
か

ら
「
聞
か
せ
て
く
れ
」
と
頼

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
保
険

会
社
で
の
経
験
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
重
要
さ
に
気
付
か

な
か
っ
た
と
思
う
。

　
―
―
今
後
の
展
開
は
。

　
奥
野
　
４
月
に
「
社
長
の

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
座
」

を
札
幌
か
ら
福
岡
ま
で
全
国

８
カ
所
で
開
催
す
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
つ
な
が
り
の
あ
る

社
労
士
な
ど
を
中
心
に
開
い

て
い
た
が
、
本
格
的
に
保
険

業
界
や
Ｆ
Ｐ
、
税
理
士
な
ど

に
向
け
て
広
く
受
講
を
募
っ

て
い
く
。

　
受
講
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

年
金
事
務
所
か
ら
取
り
寄
せ

た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
作
成
し

た
リ
ポ
ー
ト
が
本
当
に
合
っ

て
い
る
か
、
社
長
に
提
出
す

る
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
結
構
あ
る
。

「
何
か
質
問
さ
れ
た
ら
ど
う

し
よ
う
」
と
身
構
え
て
し
ま

う
受
講
生
も
い
る
よ
う
だ
。

　
萩
原
　
会
員
制
度
の
よ
う

な
も
の
を
つ
く
っ
て
、
そ
う

し
た
リ
ポ
ー
ト
の
事
前
チ
ェ

ッ
ク
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

対
応
し
た
り
、
定
期
的
な
最

新
情
報
の
提
供
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
も
検
討
し
て
い
る
。

　
奥
野
　
ま
た
、
す
で
に
保

険
会
社
や
銀
行
な
ど
か
ら
社

員
向
け
に
「
社
長
の
年
金
セ

ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
依
頼
が
あ
る
。
今
後

は
、
養
成
講
座
の
「
プ
レ
講

座
」
と
い
っ
た
位
置
付
け

で
、
保
険
会
社
や
代
理
店
に

向
け
た
年
金
セ
ミ
ナ
ー
・
勉

強
会
開
催
の
相
談
に
も
積
極

的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◇

　【
社
長
の
年
金
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
】
２
０
１
７
年

５
月
に
設
立
。
奥
野
氏
は
損

保
会
社
出
身
で
、
同
年
６

月
、
経
営
者
に
多
い
年
金
に

関
す
る
勘
違
い
へ
の
注
意
喚

起
等
を
ま
と
め
た
書
籍
『
現

役
社
長
・
役
員
の
年
金
』

（
経
営
書
院
）
を
出
版
。
代

表
理
事
と
し
て
、
主
に
年
金

関
連
記
事
の
執
筆
や
ウ
ェ
ブ

上
の
年
金
情
報
発
信
、
講

師
、
相
談
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
対
応
等
を
担
当
す
る
。

生
保
会
社
出
身
の
萩
原
氏

は
、
こ
れ
ま
で
中
小
企
業
経

営
者
の
社
会
保
険
関
係
の
問

題
解
決
の
た
め
の
勉
強
会
や

セ
ミ
ナ
ー
等
を
主
催
。
理
事

・
事
務
局
長
と
し
て
、
講
座

の
企
画
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
講
師
、
協
会
運
営
実

務
、
相
談
・
コ
ン
サ
ル
等
を

担
当
し
て
い
る
。

中小企業社長に正しい年金知識を

保険ＯＢ社労士が協会設立

保険会社出身の社労士である奥野氏（左）と萩原氏

法
人
ア
プ
ロ
ー
チ
で
役
立
つ「
年
金
問
題
」

社
長
の
年
金
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

代
表
理
事

奥
野
文
夫
氏

理
事
・
事
務
局
長

萩
原
京
二
氏

　
保
険
業
界
出
身
の
社
会
保
険
労
務
士
が
、
昨
年
、
「
中
小
企
業
社
長
に
年
金
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
提
供
す
る
」
を
設
立
理
念
に
掲
げ
、
一
般
社
団
法
人
「
社

長
の
年
金
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
代
表
理
事
の
奥
野
文
夫
氏

は
、
高
齢
経
営
者
の
老
齢
年
金
に
関
す
る
悩
み
相
談
に
対
応
す
る
中
で
、
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
区
別
や
報
酬
と
年
金
を
調
整
す
る
在
職
老
齢
年
金
制

度
の
仕
組
み
な
ど
、
公
的
年
金
に
関
す
る
基
本
事
項
が
あ
ま
り
に
も
知
ら
れ
て
い

な
い
状
況
に
驚
い
た
と
い
う
。
同
じ
勘
違
い
に
基
づ
く
多
く
の
相
談
を
受
け
る
う

ち
、
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
証
書
な
ど
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

書
類
の
分
か
り
に
く
さ
」
「
払
う
立
場
・
も
ら
う
立
場
を
同
時
期
に
兼
ね
る
厚
生

年
金
の
特
殊
性
」
な
ど
、
誤
解
の
諸
原
因
に
思
い
至
る
。
年
金
問
題
を
糸
口
に
す

れ
ば
、
法
人
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
保
険
営
業
に
も
大
い
に
役
立
て
ら
れ
る
と
語
る
奥

野
氏
と
理
事
の
萩
原
京
二
氏
に
協
会
の
活
動
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

養
成
講
座
で
専
門
家
を
育
成


